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我
が
国
の
経
済
は
、
企
業
収
益
の
改

善
な
ど
回
復
基
調
に
入
り
つ
つ
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
不
透
明

感
が
色
濃
く
、
景
気
の
拡
大
は
望
め
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、

税
収
な
ど
の
減
収
に
よ
り
非
常
に
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
財
政
も
例
外
で
は
な
く
、
歳
入

面
で
は
、
長
期
低
迷
す
る
経
済
状
況
を

反
映
し
た
税
収（
下
表
参
照
）の
伸
び

悩
み
、
国
・
県
補
助
金
の
廃
止
縮
減
な

ど
、
そ
の
運
営
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
も
、
第
６
次
総
合
５
か
年
計
画
の
推

進
を
基
本
と
し
、『
成
田
空
港
と
関
連

機
能
の
充
実
』、『
観
光
・
産
業
の
活
性

化
』、『
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
』、

『
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
充
実
』、『
生
活
環
境
・
自
然
環

境
の
整
備
』、『
安
全
で
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
』、
こ
れ
ら
に『
市
町

村
合
併
の
推
進
』を
加
え
た
七
つ
の
重

点
目
標
を
柱
に
各
種
事
業
の
緊
急
性
、

優
先
度
を
考
慮
し
、
一
層
の
経
費
節
減

を
図
る
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
性
の

確
保
と
効
率
的
な
財
政
運
営
に
留
意
し

な
が
ら
、
平
成
16
年
度
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

「
市
町
村
合
併
の
推
進
」を

加
え
た
七
つ
の
重
点
目
標
を

柱
に

平成16年度予算案が3月定例市議会で
可決されました。予算総額は、615億
9,256万円。その内訳は、一般会計で
427億円、特別会計が5会計で165億
5,850万円、水道事業会計が23億
3,406万円です。前年度と比較すると、
一般会計で17億円（4.1％）増額となり
ました。これは、厳しい経済情勢の中で
も市民生活に必要な予算は確保し、さら
に平成小学校分離新設校建設、加良部小
学校増築、三里塚小学校屋内運動場改築
などにより、教育費が増加したためです。
本号では平成16年度予算の概要につい
てお知らせします。

次世代に誇れる成田市の創造を

新時代にふさわしい
成田市の創造に向けて

◆一般会計………………………427億円
一般会計とは、市の基本的な行政を行うための
会計です。主な事業は4・5ページをご覧ください。

◆特別会計 …………165億5,850万円
特別会計とは、特定事業を行う場合に一般会計
と区分して経理する必要のあるときに設ける会計
をいいます。本市では次の5会計が設けられていま
す。
"国民健康保険───────62億4,973万円
被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際し、
必要な保険給付を行います。

"下水道事業────────26億2,035万円
都市排水施設の整備を行い、市民生活の環境整
備を図ることを目的としています。

"公設地方卸売市場──────3億5,760万円
青果物、水産物、生鮮食料品などを安定した価
格で供給し、市民生活の向上を図ります。

"老人保健─────────46億4,759万円
老人医療受給者に、医療費を給付することを目
的としています。

"介護保険─────────26億8,323万円
被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険
給付を行います。

◆企業（水道事業）会計……23億3,406万円
企業会計として「水道事業会計」があります。
・水道事業収益（収益的収入）…18億3,201万円
・水道事業費用（収益的支出）…16億1,828万円
・資本的収入…1億6,037万円
・資本的支出…7億1,578万円

会計別予算の内訳

税　目

固定資産税
市民税
市たばこ税
特別土地保有税
都市計画税
その他市税
合　計

税
予算額（万円）A
1,579,666
722,206 
105,328 
2,364 
19,091
10,425 

2,439,080 

税
構成比
164.8
%
129.6
%
104.3
%
100.1

平成15年度当初
予算額（万円）B
1,519,525
750,282
95,381
5,334
19,612 
10,001 

2,400,135

伸び率
（A/B）
4.0%
△3.7%
10.4%

△
55.7%
△2.7%
4.2%

■市税の内訳
平成16年度当初予算

平 成 16 年 度 予 算 の 概 要
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一般会計当初予算額（427億円）÷平成16年3月1日現在人口（98,226人）

消防費　23,016円 商工費　14,405円 農林水産業費　11,485円

総務費　64,786円 衛生費　46,913円 公債費　37,858円

土木費　79,153円 民生費　76,024円 教育費　75,547円

その他　5,525円

市民一人当たりに使われるお金（434,712円）の内訳

一般会計予算の内訳

歳入 
427億円 

市税　57.1％ 
243億9,080万円 市債　9.3％ 

39億7,390万円 

国庫支出金　8.9％ 
38億1,666万円 

諸収入　6.4％ 
27億3,130万円 

地方消費税交付金　3.2％ 
13億7,000万円 

分担金及び負担金　2.4％ 
10億2,444万円 

県支出金　2.4％ 
10億852万円 

使用料及び手数料　2.2％ 
9億3,505万円 

地方特例交付金　1.3％ 
5億6,600万円 
 
自動車取得税交付金　0.6％ 
2億7,300万円 

その他　6.2％ 
26億1,033万円 

公債費　8.7％ 
37億1,864万円 

歳出 
427億円 

土木費 
18.2％ 
77億7,485万円 

民生費 
17.5％ 
74億6,750万円 

教育費　17.4％ 
74億2,070万円 

総務費　15.0％ 
63億6,367万円 

衛生費　10.8％ 
46億809万円 

公債費　公債費　8.7％ 
37億1,864万円万円 
公債費　8.7％ 
37億1,864万円 

消防費　5.3％ 
22億6,073万円 

商工費　3.3％ 
14億1,497万円 

農林水産業費　2.6％ 
11億2,814万円 

その他　1.2％ 
5億4,271万円 


